
漁連だより原稿 ５稿（９／７） 

マ
ダ
イ
日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
の
資
源
評
価
に
つ
い
て 

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場 

漁
業
資
源
部 

海
洋
資
源
科  

は
じ
め
に 

マ
ダ
イ
（
日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
）
は
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
候
補
魚
種
と
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
管
理
目
標
に
つ
い
て
は
、
国
の
水
産

資
源
研
究
所
が
関
係
県
と
共
同
し
て
行
う
資
源

評
価
結
果
を
基
に
提
案
が
な
さ
れ
ま
す
。
最
新
の

資
源
評
価
結
果
は
二
〇
二
一
年
一
二
月
に
公
表

さ
れ
て
い
ま
す
。 

マ
ダ
イ
日
本
海
西
部
・東
シ
ナ
海
系
群
に
つ
い
て 

マ
ダ
イ
は
北
海
道
以
南
の
日
本
周
辺
に
広
く

分
布
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
鳥
取
県
以
西
の
日
本

海
沿
岸
及
び
鹿
児
島
県
佐
多
岬
以
北
の
九
州
西

岸
に
分
布
す
る
群
を
日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系

群
と
称
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
一
～
三
歳
魚
は

春
の
接
岸
と
秋
の
離
岸
の
季
節
的
な
移
動
を
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
歳
以
上

の
成
魚
は
、
等
深
線
に
沿
っ
た
移
動
を
行
い
、
広

範
囲
に
回
遊
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

漁
業
の
状
況
に
つ
い
て 

本
系
群
を
対
象
と
す
る
漁
業
は
船
曳
網
、
釣

り
・
延
縄
、
小
型
底
曳
網
、
沖
合
底
曳
網
、
及
び

刺
網
な
ど
多
種
多
様
で
す
。
二
〇
二
〇
年
の
県
別

漁
獲
量
割
合
は
、
福
岡
三
五
％
、
長
崎
二
七
％
、

鹿
児
島
と
島
根
九
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。 

       

    

本
系
群
の
漁
獲
量
は
、
一
九
六
九
年
の
一
一
、

一
六
六
ト
ン
が
ピ
ー
ク
で
、
一
九
九
〇
年
の
五
、

一
一
一
ト
ン
ま
で
減
少
が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
以

降
、
現
在
ま
で
五
、
一
一
一
～
七
、
〇
六
五
ト
ン

の
範
囲
内
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
直
近
五
ヶ
年
の

漁
獲
量
は
横
ば
い
傾
向
を
示
し
、
二
〇
二
〇
年
の

漁
獲
量
は
五
、
八
一
六
ト
ン
で
し
た
（
図
３
）。 

 

図 3．漁獲量、資源量、親魚量養殖用天然養魚

採捕尾数及び人工種苗放流数の経年変化 

（水産研究・教育機構より） 

図 2.県別漁業種類別 2020年漁獲量 

(水産研究・教育機構より） 

図 1.日本海西部・東シナ海系群 

（水産研究・教育機構より） 
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栽
培
漁
業
に
つ
い
て 

本
種
は
栽
培
漁
業
対
象
種
で
あ
り
、
一
九
六
三

年
か
ら
各
地
で
種
苗
放
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
九
九
年
に
は
九
一
四
万
尾
が
放
流
さ
れ
ま

し
た
が
、
二
〇
一
九
年
は
二
八
五
万
尾
と
徐
々
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
に
お
け
る
人
工

種
苗
の
混
入
率
は
一
・
六
％
、
加
入
尾
数
は
一
八

万
尾
と
推
定
さ
れ
、
天
然
の
加
入
群
を
下
支
え
す

る
一
定
の
効
果
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

資
源
の
状
態
に
つ
い
て 

本
系
群
の
一
歳
以
上
の
資
源
量
は
、
一
九
八
六

年
以
降
、
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
概
ね
二
万

ト
ン
前
後
で
推
移
し
ま
し
た
が
、
二
〇
二
〇
年
は

わ
ず
か
に
減
少
し
て
一
七
、
五
四
〇
ト
ン
で
し
た
。

年
齢
別
資
源
尾
数
は
、
一
歳
、
二
歳
を
中
心
に
構

成
さ
れ
て
お
り
、
一
～
三
歳
の
若
齢
魚
の
割
合
は

全
体
の
八
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。 

 

ま
た
、
資
源
管
理
目
標
は
、
持
続
的
に
最
大
の

漁
獲
量
（
最
大
持
続
生
産
量
：
Ｍ
Ｓ
Ｙ
）
を
得
ら

れ
る
状
態
と
さ
れ
て
お
り
、
本
系
群
の
場
合
、
Ｍ

Ｓ
Ｙ
は
六
、
七
二
〇
ト
ン
、
Ｍ
Ｓ
Ｙ
を
実
現
さ
せ

る
た
め
の
親
魚
量
は
三
九
、
三
〇
〇
ト
ン
と
算
出

さ
れ
ま
す
が
、
二
〇
二
〇
の
本
系
群
の
親
魚
量
は

一
一
、
〇
一
七
ト
ン
で
あ
り
目
標
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
ま
す
（
図
５
）。 

 

 

将
来
の
漁
獲
量
に
つ
い
て 

本
系
群
の
資
源
評
価
結
果
に
基
づ
き
提
案
さ

れ
た
漁
獲
管
理
規
則
（
案
）
に
お
い
て
、
目
標
管

理
基
準
値
と
な
る
親
魚
量
を
実
現
す
る
た
め
の

将
来
の
平
均
漁
獲
量
は
、
二
〇
二
〇
年
の
漁
獲
量

五
、
八
一
六
ト
ン
に
対
し
て
、
標
準
的
な
安
全
係

数
（β

＝
〇
・
八
）
と
し
た
場
合
、
二
〇
二
二
年

は
一
、
九
一
〇
ト
ン
、
管
理
目
標
年
度
で
あ
る
十

年
後
の
二
〇
三
二
年
は
六
、
一
二
〇
ト
ン
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
６
）。 

 

図 4.資源量と年齢別資源尾数 

（水産研究・教育機構より） 

 

上段 図 6.将来の漁獲量（水産研究・教育機構より） 

下段 表 1.資源評価結果（水産研究・教育機構より） 

単位：トン 

図 5.管理基準値案と禁漁水準案  

（水産研究・教育機構より） 
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お
わ
り
に 

 
マ
ダ
イ
日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
中
に
二
〇
二
二
年
の
資
源
評
価
結

果
が
公
表
さ
れ
、
ま
た
、
漁
業
者
や
関
係
者
が
自

由
に
参
加
で
き
、
本
系
群
の
資
源
管
理
方
針
に
つ

い
て
検
討
が
な
さ
れ
る
検
討
会
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
会
合
）
が
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

※
わ
が
国
周
辺
の
水
産
資
源
の
現
状
を
知
る
た
め
に 

（h
ttp

://a
b

ch
a
n

.fra
.g

o
.jp

/in
d

e
x
.h

tm
l

）） 
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